
家庭問題
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◉平成25年中の自殺の原因・動機別内訳

出典：平成25年中における自殺の状況（警察庁）

健康問題
経済・生活問題
勤務問題
男女問題
学校問題
その他
原因・動機不特定者

自殺の背景には複数の要因が重なり合っています
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お らし せ行政
からの

3
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す

 

〜
か
け
が
え
の
な
い
命
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
〜

　

　
日
本
で
は
、
平
成
23
年
ま
で
自
殺
者
数
が
年
間
3
万
人
を
超
え
る
状
況
で
し
た
。

　
近
年
の
傾
向
と
し
て
は
3
万
人
を
き
る
状
況
と
な
り
、
平
成
26
年
（
速
報
値
）
で
は
、
自
殺
者
数
が
2
万
5
，
3
7
4
人
と
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、ま
だ
多
く
の
人
が〝
自
殺
〞と
い
う
不
幸
な
選
択
を
し
て
い
る
と
い
う
悲
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
地
域
全
体
で
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
26
年
9
月
号
で
は
、
自
殺
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
は

複
数
の
要
因
（
経
済
的
・
人
間
関
係
・
う
つ
症
状
な
ど
）
が

重
な
り
合
う
と
い
う
こ
と
と
、
セ
ル
フ
ケ
ア
・
家
族
等
の
周

囲
の
人
が
支
え
る
環
境
つ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
方
法
と
し
て
「
ス
ト
レ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
休
日
に
は
好
き
な
こ
と
を
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
設
け
る
」「
家
族
の
体
調
や
こ

こ
ろ
の
変
調
に
気
づ
く
」
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
周
囲
の
人
の
体
調
の
変
化
や
こ
こ
ろ
の
変
調
に

気
づ
い
た
時
の
相
談
先
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎市の「心・ストレス相談」（要予約）　
　臨床心理士が個別で対応します。
　母子健康センターで奇数月に開催しています。
◎市の「健康相談」
　健康増進課の保健師が対応します。随時相談可能です。
　健康増進課　☎75－3355

　精神科医師に相談ができます。
　家族の方の相談にも対応します。（要予約）
◎「佐賀県精神保健福祉センター（小城市）」
　☎73－5060（平日 8時30分～17時15分）
◎「佐賀中部保健福祉事務所（佐賀市）」
　☎30－1691（平日 8時30分～17時15分）

　弁護士が対応します。
◎「法テラス佐賀」（要予約）
　☎050－3383－5510（平日 9時～17時）
◎市の「法律相談（弁護士）」
　毎月第 3水曜日に行っています。
　総務課☎75－2112

◎「アバンセ女性総合相談」　☎26－0018
　（火～土 9時～21時／日・祝日 9時～16時30分）
◎「婦人相談所（佐賀市）」　☎26－1212
　（平日 8時30分～17時15分）

◎「自死遺族のつどい」（わかち合い「ハートの海」）
　相　談　☎090－7928－4186 　(水曜11時～16時)
　事務局　☎34－4186　（平日11時～16時）

　電話で専門スタッフが対応します。
◎「佐賀いのちの電話」
　☎34－4343（年中無休、24時間対応）
◎「佐賀県自殺予防夜間相談電話」
　☎0120－400-337（毎日 1時～ 7時）

　専門の職員が相談に対応します。
◎「佐賀県消費生活センター（佐賀市）」☎24-0999（毎日 9時～17時）
◎市の「消費生活相談」☎市民生活課75-6117（毎週月・木10時～16時）

多久市で利用できる相談機関

佐賀県内での主な相談機関

“ひとりで悩んでいる”
“誰かに話してスッキリしたい”とき。

“病院には行きたくない”
“精神科医師に相談したい”
“病院を受診させるか迷っている”とき。

“法的なトラブルで悩んでいる”とき。

“女性が抱える家庭や離婚の問題について”
などの相談を利用したいとき。

“家族が自殺して…誰かにこの苦しみをわかっ
てほしい”とき。

“いなくなってしまいたい”
“どうにかなりそう”などのとき。

“借金問題（多重債務）で悩んでいる”とき。


